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利用上の注意 

 １ 本文及び図表中の数値は、表章単位未満で四捨五入しています。 

 ２ 同率のものを比較する場合は、表章単位未満の位で比較しています。 

３ 表章単位未満の数字を四捨五入したため、内訳と合計が一致しないものもあります。 
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（単位：人、％）

区分 計 紙調査票
オンライン
調査票

市町村窓口に
よる聞き取り等

計 紙調査票
オンライン
調査票

市町村窓口に
よる聞き取り等

計 67,481 15,771 3,782 47,928 100.0 23.4 5.6 71.0

県内転入 20,552 4,210 1,016 15,326 100.0 20.5 4.9 74.6

県内転出 20,552 4,210 1,016 15,326 100.0 20.5 4.9 74.6

県外転入 13,694 3,870 914 8,910 100.0 28.3 6.7 65.1

県外転出 12,683 3,481 836 8,366 100.0 27.4 6.6 66.0

割合回答者数

１ 回答者数及び回答率 

 

 令和６年 10 月から令和７年９月までの回答者数※１は 67,481 人で、移動区分別にみると、

県内転入及び県内転出※２でそれぞれ 20,552 人、県外転入で 13,694 人、県外転出で 12,683 人

となっています。 

当該期間の移動者数※３に対する回答率は 63.1％で、移動区分別にみると、県内転入で 68.8

％、県内転出で 68.8％、県外転入で 67.3％、県外転出で 47.2％となっています。 

回答者の割合を回答方法別※４にみると、紙調査票は 23.4％（15,771 人）、オンライン調査

票は 5.6％（3,782 人）、市町村窓口による聞き取り等は 71.0％（47,928 人）となっています。 

回答者の割合を男女別でみると、男性は 52.1％（35,153 人）、女性は 47.7％（32,174 人）、

無回答は 0.2％（154 人）となっています。（表１、２、３） 

※１） 回答者数は、調査票の全項目（性別の任意回答を除く）に回答した人数です。県が

職権で修正した分も含みます。無効回答者数は 360 人で、回答者実数 47,289 人（回答

者数から県内転出の回答者数を除き、無効回答者数を含めた数）に対して 0.8%に相当

します。 

※２） 県内転出の回答者数は、県内転入の回答の転入前住所地と転入先住所地を入れ替え

て算出するため、県内転入の回答者数と一致します。 

※３） 移動者数は、令和７年新潟県人口移動調査結果報告の日本人県内転入者数及び県内

転出者数並びに日本人県外転入者数及び県外転出者数です。 

※４） 新潟市を含む６市町村では、市町村窓口による聞き取り等で調査を実施しています。

紙調査票、オンライン調査票と方法が異なるため、集計結果には方法の違いに由来す

る一定の偏りが生じる可能性があります。 

  

 

 

 

 

表１ 回答者数及び回答率 

表２ 回答方法別回答者数及び割合 

表３ 男女別回答者数及び割合 

（単位：人、％）

区分 計 県内転入 県内転出 県外転入 県外転出

回答者数 67,481 20,552 20,552 13,694 12,683

移動者数 106,958 29,885 29,853 20,340 26,880

回答率 63.1 68.8 68.8 67.3 47.2

（単位：人、％）

区分 計 男 女 無回答 計 男 女 無回答

計 67,481 35,153 32,174 154 100.0 52.1 47.7 0.2

県内転入 20,552 10,178 10,323 51 100.0 49.5 50.2 0.2

県内転出 20,552 10,178 10,323 51 100.0 49.5 50.2 0.2

県外転入 13,694 7,996 5,664 34 100.0 58.4 41.4 0.2

県外転出 12,683 6,801 5,864 18 100.0 53.6 46.2 0.1

※）　割合の内訳は四捨五入してあるので、必ずしも計に一致しません。

回答者数 割合
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32.0 2.8 19.4 11.0 13.1 21.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

県内

転入

⑥学業 ③住宅

※） 丸数字は割合の大きい順位

⑤戸籍 ④その他

（%）

②家族①職業

２ 移動区分別の状況 

（１）県内移動（県内転入）の状況 

県内移動※１について、理由別の割合をみると、「職業」が 32.0％（6,571 人）で最も多く、

次いで「家族」21.7％（4,460 人）、「住宅」19.4％（3,992 人）、「その他」13.1％（2,695

人）、「戸籍」11.0％（2,261 人）、「学業」2.8％（573 人）となっています。 

各年齢階層別に占める理由をみると、0～14 歳では「家族」が、15～19 歳では「学業」が、

20～24 歳、25～29 歳、30～34 歳、35～44 歳、45～54 歳では「職業」が、55～64 歳、65～74

歳では「住宅」が、75 歳以上では「その他」が、最も多くなっています。（図１、表４） 

※１） 県内転出は県内転入の回答内容と等しいものとみなします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 理由別割合（県内転入） 

表４ 年齢階層別・理由別回答者数及び割合（県内転入） 

（単位：人、％）

年齢 計 職業 学業 住宅 戸籍 その他 家族

計 20,552 6,571 573 3,992 2,261 2,695 4,460

 0 ～14歳 1,818 2 25 4 12 34 1,741

15～19 884 180 391 36 20 37 220

20～24 3,570 2,195 112 421 287 318 237

25～29 4,182 1,596 18 844 756 426 542

30～34 2,847 833 6 668 521 260 559

35～44 2,734 825 9 680 434 284 502

45～54 1,662 577 8 407 156 240 274

55～64 1,134 304 4 367 52 219 188

65～74 623 44 0 254 14 205 106

75歳以上 1,098 15 0 311 9 672 91

年齢 計 職業 学業 住宅 戸籍 その他 家族

計 100.0 32.0 2.8 19.4 11.0 13.1 21.7

 0 ～14歳 100.0 0.1 1.4 0.2 0.7 1.9 95.8

15～19 100.0 20.4 44.2 4.1 2.3 4.2 24.9

20～24 100.0 61.5 3.1 11.8 8.0 8.9 6.6

25～29 100.0 38.2 0.4 20.2 18.1 10.2 13.0

30～34 100.0 29.3 0.2 23.5 18.3 9.1 19.6

35～44 100.0 30.2 0.3 24.9 15.9 10.4 18.4

45～54 100.0 34.7 0.5 24.5 9.4 14.4 16.5

55～64 100.0 26.8 0.4 32.4 4.6 19.3 16.6

65～74 100.0 7.1 0.0 40.8 2.2 32.9 17.0

75歳以上 100.0 1.4 0.0 28.3 0.8 61.2 8.3

※）　割合の内訳は四捨五入してあるので、必ずしも計に一致しません。

回答者数

割合
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※） 丸数字は割合の大きい順位

①職業 ⑤住宅 ⑥戸籍 ③その他

（２）県外転入の状況 

理由別の割合をみると、「職業」が 53.6％（7,342 人）で最も多く、次いで「家族」16.5％

（2,263 人）、「その他」11.5％（1,570 人）、「学業」9.6％（1,308 人）、「住宅」5.5％（749

人）、「戸籍」3.4％（462 人）となっています。 

各年齢階層別に占める理由をみると、0～14 歳では「家族」が、15～19 歳では「学業」が、

20～24 歳、25～29 歳、30～34 歳、35～44 歳、45～54 歳、55～64 歳では「職業」が、65～74

歳、75 歳以上では「その他」が、最も多くなっています。（図２、表５） 

図２ 理由別割合（県外転入） 

表５ 年齢階層別・理由別回答者数及び割合（県外転入） 

（単位：人、％）

年齢 計 職業 学業 住宅 戸籍 その他 家族

計 13,694 7,342 1,308 749 462 1,570 2,263

 0 ～14歳 1,065 5 25 1 8 21 1,005

15～19 1,069 124 832 14 5 33 61

20～24 2,889 2,137 370 82 52 188 60

25～29 2,357 1,625 52 104 163 213 200

30～34 1,514 938 14 81 102 160 219

35～44 1,731 1,057 7 109 81 199 278

45～54 1,410 894 5 88 32 185 206

55～64 958 479 3 93 9 251 123

65～74 383 73 0 99 7 142 62

75歳以上 318 10 0 78 3 178 49

年齢 計 職業 学業 住宅 戸籍 その他 家族

計 100.0 53.6 9.6 5.5 3.4 11.5 16.5

 0 ～14歳 100.0 0.5 2.3 0.1 0.8 2.0 94.4

15～19 100.0 11.6 77.8 1.3 0.5 3.1 5.7

20～24 100.0 74.0 12.8 2.8 1.8 6.5 2.1

25～29 100.0 68.9 2.2 4.4 6.9 9.0 8.5

30～34 100.0 62.0 0.9 5.4 6.7 10.6 14.5

35～44 100.0 61.1 0.4 6.3 4.7 11.5 16.1

45～54 100.0 63.4 0.4 6.2 2.3 13.1 14.6

55～64 100.0 50.0 0.3 9.7 0.9 26.2 12.8

65～74 100.0 19.1 0.0 25.8 1.8 37.1 16.2

75歳以上 100.0 3.1 0.0 24.5 0.9 56.0 15.4

※）　割合の内訳は四捨五入してあるので、必ずしも計に一致しません。

回答者数

割合
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（単位：人、％）

年齢 計 職業 学業 住宅 戸籍 その他 家族

計 12,683 7,673 1,334 498 370 1,050 1,758

 0 ～14歳 841 0 24 1 1 21 794

15～19 1,244 225 903 15 6 28 67

20～24 3,747 3,115 336 65 52 125 54

25～29 1,900 1,467 40 57 113 109 114

30～34 1,049 715 6 45 78 83 122

35～44 1,383 940 13 51 54 100 225

45～54 1,092 747 10 38 35 91 171

55～64 672 394 2 48 21 104 103

65～74 345 58 0 99 6 119 63

75歳以上 410 12 0 79 4 270 45

年齢 計 職業 学業 住宅 戸籍 その他 家族

計 100.0 60.5 10.5 3.9 2.9 8.3 13.9

 0 ～14歳 100.0 0.0 2.9 0.1 0.1 2.5 94.4

15～19 100.0 18.1 72.6 1.2 0.5 2.3 5.4

20～24 100.0 83.1 9.0 1.7 1.4 3.3 1.4

25～29 100.0 77.2 2.1 3.0 5.9 5.7 6.0

30～34 100.0 68.2 0.6 4.3 7.4 7.9 11.6

35～44 100.0 68.0 0.9 3.7 3.9 7.2 16.3

45～54 100.0 68.4 0.9 3.5 3.2 8.3 15.7

55～64 100.0 58.6 0.3 7.1 3.1 15.5 15.3

65～74 100.0 16.8 0.0 28.7 1.7 34.5 18.3

75歳以上 100.0 2.9 0.0 19.3 1.0 65.9 11.0

※）　割合の内訳は四捨五入してあるので、必ずしも計に一致しません。

回答者数

割合

60.5 10.5 3.9 2.9 8.3 13.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

県外

転出

③学業 ②家族

（%）

※） 丸数字は割合の大きい順位

①職業 ⑤住宅⑥戸籍 ④その他

（３）県外転出の状況 

理由別の割合をみると、「職業」が 60.5％（7,673 人）で最も多く、次いで「家族」13.9％

（1,758 人）、「学業」10.5％（1,334 人）、「その他」8.3％（1,050 人）、「住宅」3.9％（498

人）、「戸籍」2.9％（370 人）となっています。 

各年齢階層別に占める理由をみると、0～14 歳では「家族」が、15～19 歳では「学業」が、

20～24 歳、25～29 歳、30～34 歳、35～44 歳、45～54 歳、55～64 歳では「職業」が、65～74

歳、75 歳以上では「その他」が、最も多くなっています。（図３、表６） 

図３ 理由別割合（県外転出） 

 

表６ 年齢階層別・理由別回答者数及び割合（県外転出） 
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（４）県外転入・男女別※１の状況 

理由別の割合をみると、男性では「職業」が 66.8％（5,340 人）で最も多く、次いで「学業」

9.5％（757 人）、「その他」9.1％（730 人）、「家族」8.1％（650 人）、「住宅」5.1％（405

人）、「戸籍」1.4％（114 人）となっています。 

女性では「職業」が 35.0％（1,982 人）で最も多く、次いで「家族」28.4％（1,607 人）、

「その他」14.8％（837 人）、「学業」9.7％（548 人）、「戸籍」6.1％（347 人）、「住宅」

6.1％（343 人）となっています。 

各年齢階層別に占める理由をみると、男性の 0～14 歳では「家族」が、15～19 歳では「学

業」が、20～24 歳、25～29 歳、30～34 歳、35～44 歳、45～54 歳、55～64 歳では「職業」が、

65～74 歳、75 歳以上では「その他」が、最も多くなっています。 

女性の 0～14 歳では「家族」が、15～19 歳では「学業」が、20～24 歳、25～29 歳、30～34

歳では「職業」が、35～44 歳、45～54 歳、55～64 歳、65～74 歳では「家族」が、75 歳以上

では「その他」が、最も多くなっています。（図４、表７） 

※１） 本調査では、複数人が一緒に転出入する場合でも、１枚の調査票で回答します。転

入・転出の理由は、転入・転出の理由となった人（複数の場合はいずれか１人）の回

答（性別・年齢を含む）を採用する仕組みのため、同伴者の理由は一律で「家族」と

して扱います。 

理由別の割合の男女差には、この調査設計の影響が含まれる可能性がありますので、

留意が必要です。 

 

図４ 男女別・理由別割合（県外転入） 
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（単位：人、％）

性別 年齢 計 職業 学業 住宅 戸籍 その他 家族

男 計 7,996 5,340 757 405 114 730 650

 0 ～14歳 535 4 12 1 5 14 499

15～19 606 89 465 10 0 15 27

20～24 1,696 1,311 238 37 11 79 20

25～29 1,328 1,113 29 42 42 68 34

30～34 879 717 9 44 27 61 21

35～44 1,028 848 2 66 15 80 17

45～54 932 768 2 49 7 90 16

55～64 647 428 0 62 4 146 7

65～74 206 55 0 57 3 89 2

75歳以上 139 7 0 37 0 88 7

性別 年齢 計 職業 学業 住宅 戸籍 その他 家族

女 計 5,664 1,982 548 343 347 837 1,607

 0 ～14歳 528 1 12 0 3 7 505

15～19 462 35 366 4 5 18 34

20～24 1,190 824 131 45 41 109 40

25～29 1,022 506 23 62 120 145 166

30～34 632 219 5 36 75 99 198

35～44 694 202 5 43 66 119 259

45～54 473 124 3 39 25 94 188

55～64 308 50 3 31 5 104 115

65～74 177 18 0 42 4 53 60

75歳以上 178 3 0 41 3 89 42

性別 年齢 計 職業 学業 住宅 戸籍 その他 家族

男 計 100.0 66.8 9.5 5.1 1.4 9.1 8.1

 0 ～14歳 100.0 0.7 2.2 0.2 0.9 2.6 93.3

15～19 100.0 14.7 76.7 1.7 0.0 2.5 4.5

20～24 100.0 77.3 14.0 2.2 0.6 4.7 1.2

25～29 100.0 83.8 2.2 3.2 3.2 5.1 2.6

30～34 100.0 81.6 1.0 5.0 3.1 6.9 2.4

35～44 100.0 82.5 0.2 6.4 1.5 7.8 1.7

45～54 100.0 82.4 0.2 5.3 0.8 9.7 1.7

55～64 100.0 66.2 0.0 9.6 0.6 22.6 1.1

65～74 100.0 26.7 0.0 27.7 1.5 43.2 1.0

75歳以上 100.0 5.0 0.0 26.6 0.0 63.3 5.0

性別 年齢 計 職業 学業 住宅 戸籍 その他 家族

女 計 100.0 35.0 9.7 6.1 6.1 14.8 28.4

 0 ～14歳 100.0 0.2 2.3 0.0 0.6 1.3 95.6

15～19 100.0 7.6 79.2 0.9 1.1 3.9 7.4

20～24 100.0 69.2 11.0 3.8 3.4 9.2 3.4

25～29 100.0 49.5 2.3 6.1 11.7 14.2 16.2

30～34 100.0 34.7 0.8 5.7 11.9 15.7 31.3

35～44 100.0 29.1 0.7 6.2 9.5 17.1 37.3

45～54 100.0 26.2 0.6 8.2 5.3 19.9 39.7

55～64 100.0 16.2 1.0 10.1 1.6 33.8 37.3

65～74 100.0 10.2 0.0 23.7 2.3 29.9 33.9

75歳以上 100.0 1.7 0.0 23.0 1.7 50.0 23.6

※）　割合の内訳は四捨五入してあるので、必ずしも計に一致しません。

割合

割合

回答者数

回答者数

表７ 男女別・年齢階層別・理由別回答者数及び割合（県外転入） 
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（５）県外転出・男女別の状況 

理由別の割合をみると、男性では「職業」が 71.5％（4,860 人）で最も多く、次いで「学業」

10.9％（742 人）、「家族」7.5％（511 人）、「その他」5.5％（377 人）、「住宅」3.6％（244

人）、「戸籍」1.0％（67 人）となっています。 

女性では「職業」が 47.8％（2,801 人）で最も多く、次いで「家族」21.2％（1,246 人）、

「その他」11.4％（669人）、「学業」10.1％（592 人）、「戸籍」5.2％（302 人）、「住宅」

4.3％（254 人）となっています。 

各年齢階層別に占める理由をみると、男性の 0～14 歳では「家族」が、15～19 歳では「学

業」が、20～24 歳、25～29 歳、30～34 歳、35～44 歳、45～54 歳、55～64 歳では「職業」が、

65～74 歳では「住宅」が、75 歳以上では「その他」が、最も多くなっています。 

女性の 0～14 歳では「家族」が、15～19 歳では「学業」が、20～24 歳、25～29 歳、30～34

歳では「職業」が、35～44 歳、45～54 歳、55～64 歳、65～74 歳では「家族」が、75 歳以上

では「その他」が、最も多くなっています。（図５、表８） 

 

図５ 男女別・理由別割合（県外転出） 
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（単位：人、％）

性別 年齢 計 職業 学業 住宅 戸籍 その他 家族

男 計 6,801 4,860 742 244 67 377 511

 0 ～14歳 421 0 15 0 1 10 395

15～19 652 124 483 7 3 13 22

20～24 1,913 1,587 212 37 9 53 15

25～29 1,004 886 21 21 17 35 24

30～34 579 507 3 18 12 27 12

35～44 832 752 5 26 10 22 17

45～54 684 625 2 16 6 22 13

55～64 409 328 1 23 4 49 4

65～74 177 44 0 64 4 61 4

75歳以上 130 7 0 32 1 85 5

性別 年齢 計 職業 学業 住宅 戸籍 その他 家族

女 計 5,864 2,801 592 254 302 669 1,246

 0 ～14歳 420 0 9 1 0 11 399

15～19 591 101 420 8 3 14 45

20～24 1,829 1,525 124 28 42 71 39

25～29 892 577 19 36 96 74 90

30～34 467 206 3 27 66 55 110

35～44 547 186 8 25 44 77 207

45～54 407 121 8 22 29 69 158

55～64 263 66 1 25 17 55 99

65～74 168 14 0 35 2 58 59

75歳以上 280 5 0 47 3 185 40

性別 年齢 計 職業 学業 住宅 戸籍 その他 家族

男 計 100.0 71.5 10.9 3.6 1.0 5.5 7.5

 0 ～14歳 100.0 0.0 3.6 0.0 0.2 2.4 93.8

15～19 100.0 19.0 74.1 1.1 0.5 2.0 3.4

20～24 100.0 83.0 11.1 1.9 0.5 2.8 0.8

25～29 100.0 88.2 2.1 2.1 1.7 3.5 2.4

30～34 100.0 87.6 0.5 3.1 2.1 4.7 2.1

35～44 100.0 90.4 0.6 3.1 1.2 2.6 2.0

45～54 100.0 91.4 0.3 2.3 0.9 3.2 1.9

55～64 100.0 80.2 0.2 5.6 1.0 12.0 1.0

65～74 100.0 24.9 0.0 36.2 2.3 34.5 2.3

75歳以上 100.0 5.4 0.0 24.6 0.8 65.4 3.8

性別 年齢 計 職業 学業 住宅 戸籍 その他 家族

女 計 100.0 47.8 10.1 4.3 5.2 11.4 21.2

 0 ～14歳 100.0 0.0 2.1 0.2 0.0 2.6 95.0

15～19 100.0 17.1 71.1 1.4 0.5 2.4 7.6

20～24 100.0 83.4 6.8 1.5 2.3 3.9 2.1

25～29 100.0 64.7 2.1 4.0 10.8 8.3 10.1

30～34 100.0 44.1 0.6 5.8 14.1 11.8 23.6

35～44 100.0 34.0 1.5 4.6 8.0 14.1 37.8

45～54 100.0 29.7 2.0 5.4 7.1 17.0 38.8

55～64 100.0 25.1 0.4 9.5 6.5 20.9 37.6

65～74 100.0 8.3 0.0 20.8 1.2 34.5 35.1

75歳以上 100.0 1.8 0.0 16.8 1.1 66.1 14.3

※）　割合の内訳は四捨五入してあるので、必ずしも計に一致しません。

割合

割合

回答者数

回答者数

表８ 男女別・年齢階層別・理由別回答者数及び割合（県外転出） 
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（単位：人、％）

計 7,342 129 2,137 1,625 938 575 933 777 228

北海道 193 2 54 38 25 14 25 29 6

東北 1,011 43 369 199 107 56 111 100 26

関東 3,707 51 1,044 877 494 305 457 358 121

うち
東京圏

(3,071) (40) (872) (738) (397) (263) (373) (290) (98)

うち
東京都

(1,386) (13) (377) (347) (199) (115) (161) (123) (51)

中部 1,296 17 390 282 140 96 185 150 36

近畿 497 6 156 94 75 39 55 58 14

その他
国内

439 4 111 95 62 38 60 59 10

国外 199 6 13 40 35 27 40 23 15

計 100.0 1.8 29.1 22.1 12.8 7.8 12.7 10.6 3.1

北海道 100.0 1.0 28.0 19.7 13.0 7.3 13.0 15.0 3.1

東北 100.0 4.3 36.5 19.7 10.6 5.5 11.0 9.9 2.6

関東 100.0 1.4 28.2 23.7 13.3 8.2 12.3 9.7 3.3

うち
東京圏

(100.0) (1.3) (28.4) (24.0) (12.9) (8.6) (12.1) (9.4) (3.2)

うち
東京都

(100.0) (0.9) (27.2) (25.0) (14.4) (8.3) (11.6) (8.9) (3.7)

中部 100.0 1.3 30.1 21.8 10.8 7.4 14.3 11.6 2.8

近畿 100.0 1.2 31.4 18.9 15.1 7.8 11.1 11.7 2.8

その他
国内

100.0 0.9 25.3 21.6 14.1 8.7 13.7 13.4 2.3

国外 100.0 3.0 6.5 20.1 17.6 13.6 20.1 11.6 7.5

※）　割合の内訳は四捨五入してあるので、必ずしも計に一致しません。

50～59歳 60歳以上

回答者数

地方 計 0～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～49歳

割合

地方 計 0～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

2.6 13.8

50.5
17.7 6.8 6.0 2.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

県外

転入

（%）

※） 丸数字は割合の大きい順位

⑦北海道 ③東北 ①関東 ②中部 ④近畿 ⑤その他国内
⑥国外

うち東京圏(41.8)

（６）県外転入・職業理由の状況 

地方別にみると、関東が 50.5％（3,707 人）で最も多く、中部 17.7％（1,296 人）、東北 13.8

％（1,011 人）の順となっています。 

年齢階層別にみると、大学卒業年齢を含む 20～24 歳が最も多く、29.1％（2,137 人）を占め

ています。（図６、表９） 

表９ 職業理由の回答者数及び割合（県外転入・地方別・年齢階層別） 

図６ 職業理由による地方別割合（県外転入） 
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（単位：人、％）

計 7,673 225 3,115 1,467 715 526 783 675 167

北海道 136 3 31 28 15 12 26 15 6

東北 610 17 233 100 62 53 71 58 16

関東 4,801 166 2,210 934 413 266 370 357 85

うち
東京圏

(4,256) (153) (2,030) (826) (353) (228) (299) (291) (76)

うち
東京都

(1,915) (53) (931) (406) (171) (97) (120) (111) (26)

中部 1,187 18 394 230 95 113 173 136 28

近畿 416 11 146 68 46 30 60 41 14

その他
国内

333 10 77 65 46 35 45 46 9

国外 190 0 24 42 38 17 38 22 9

計 100.0 2.9 40.6 19.1 9.3 6.9 10.2 8.8 2.2

北海道 100.0 2.2 22.8 20.6 11.0 8.8 19.1 11.0 4.4

東北 100.0 2.8 38.2 16.4 10.2 8.7 11.6 9.5 2.6

関東 100.0 3.5 46.0 19.5 8.6 5.5 7.7 7.4 1.8

うち
東京圏

(100.0) (3.6) (47.7) (19.4) (8.3) (5.4) (7.0) (6.8) (1.8)

うち
東京都

(100.0) (2.8) (48.6) (21.2) (8.9) (5.1) (6.3) (5.8) (1.4)

中部 100.0 1.5 33.2 19.4 8.0 9.5 14.6 11.5 2.4

近畿 100.0 2.6 35.1 16.3 11.1 7.2 14.4 9.9 3.4

その他
国内

100.0 3.0 23.1 19.5 13.8 10.5 13.5 13.8 2.7

国外 100.0 0.0 12.6 22.1 20.0 8.9 20.0 11.6 4.7

※）　割合の内訳は四捨五入してあるので、必ずしも計に一致しません。

回答者数

地方 計 0～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～49歳 50～59歳

40～49歳 50～59歳 60歳以上

60歳以上

割合

地方 計 0～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳

1.8 7.9

62.6
15.5 5.4 4.3 2.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

県外

転出

（%）

※） 丸数字は割合の大きい順位

⑦北海道 ③東北 ①関東 ②中部 ④近畿 ⑤その他国内

⑥国外

うち東京圏(55.5)

（７）県外転出・職業理由の状況 

地方別にみると、関東が 62.6％（4,801 人）で最も多く、中部 15.5％（1,187 人）、東北 7.9

％（610 人）の順となっています。 

年齢階層別にみると、大学卒業年齢を含む 20～24 歳が最も多く、40.6％（3,115 人）を占め

ています。（図７、表 10） 

表 10 職業理由の回答者数及び割合（県外転出・地方別・年齢階層別） 

図７ 職業理由による地方別割合（県外転出） 
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（単位：人、％）

計 1,308 25 832 370 52 29

北海道 65 0 40 24 1 0

東北 387 1 299 76 7 4

関東 371 15 184 131 25 16

うち
東京圏

(259) (14) (104) (103) (23) (15)

うち
東京都

(133) (7) (44) (60) (11) (11)

中部 288 3 208 64 9 4

近畿 74 2 36 34 1 1

その他
国内

99 3 58 32 5 1

国外 24 1 7 9 4 3

計 100.0 1.9 63.6 28.3 4.0 2.2

北海道 100.0 0.0 61.5 36.9 1.5 0.0

東北 100.0 0.3 77.3 19.6 1.8 1.0

関東 100.0 4.0 49.6 35.3 6.7 4.3

うち
東京圏

(100.0) (5.4) (40.2) (39.8) (8.9) (5.8)

うち
東京都

(100.0) (5.3) (33.1) (45.1) (8.3) (8.3)

中部 100.0 1.0 72.2 22.2 3.1 1.4

近畿 100.0 2.7 48.6 45.9 1.4 1.4

その他
国内

100.0 3.0 58.6 32.3 5.1 1.0

国外 100.0 4.2 29.2 37.5 16.7 12.5

※）　割合の内訳は四捨五入してあるので、必ずしも計に一致しません。

割合

回答者数

地方 計 0～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30歳以上

25～29歳 30歳以上地方 計 0～14歳 15～19歳 20～24歳

5.0 29.6
28.4

22.0 5.7 7.6
1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

県外

転入

（%）

※） 丸数字は割合の大きい順位

⑥北海道 ①東北 ②関東 ③中部 ⑤近畿 ④その他国内

⑦国外

うち東京圏(19.8)

（８）県外転入・学業理由の状況 

地方別にみると、東北が 29.6％（387 人）で最も多く、関東 28.4％（371 人）、中部 22.0％

（288 人）の順となっています。 

年齢階層別にみると、15～24 歳の世代の移動が目立ち、15～19 歳の 63.6％（832 人）、20

～24 歳の 28.3％（370 人）の順となっています。（図８、表 11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 11 学業理由の回答者数及び割合（県外転入・地方別・年齢階層別） 

図８ 学業理由による地方別割合（県外転入） 
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（単位：人、％）

計 1,334 24 903 336 40 31

北海道 34 0 20 12 0 2

東北 147 0 91 50 2 4

関東 803 14 573 183 18 15

うち
東京圏

(732) (13) (525) (162) (18) (14)

うち
東京都

(401) (8) (284) (96) (6) (7)

中部 181 1 127 43 5 5

近畿 88 2 60 19 6 1

その他
国内

44 2 26 14 2 0

国外 37 5 6 15 7 4

計 100.0 1.8 67.7 25.2 3.0 2.3

北海道 100.0 0.0 58.8 35.3 0.0 5.9

東北 100.0 0.0 61.9 34.0 1.4 2.7

関東 100.0 1.7 71.4 22.8 2.2 1.9

うち
東京圏

(100.0) (1.8) (71.7) (22.1) (2.5) (1.9)

うち
東京都

(100.0) (2.0) (70.8) (23.9) (1.5) (1.7)

中部 100.0 0.6 70.2 23.8 2.8 2.8

近畿 100.0 2.3 68.2 21.6 6.8 1.1

その他
国内

100.0 4.5 59.1 31.8 4.5 0.0

国外 100.0 13.5 16.2 40.5 18.9 10.8

※）　割合の内訳は四捨五入してあるので、必ずしも計に一致しません。

回答者数

地方 計 0～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30歳以上

割合

地方 計 0～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30歳以上

2.5 11.0

60.2

13.6 6.6 3.3 2.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

県外

転出

（%）

※） 丸数字は割合の大きい順位

⑦北海道 ③東北 ①関東 ②中部 ⑤その他国内

⑥国外

うち東京圏(54.9)

④近畿

（９）県外転出・学業理由の状況 

地方別にみると、関東が 60.2％（803 人）で最も多く、中部 13.6％（181 人）、東北 11.0％

（147 人）の順となっています。 

年齢階層別にみると、15～24 歳の世代の移動が目立ち、15～19 歳の 67.7％（903 人）、20

～24 歳の 25.2％（336 人）の順となっています。（図９、表 12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 12 学業理由の回答者数及び割合（県外転出・地方別・年齢階層別） 

図９ 学業理由による地方別割合（県外転出） 
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〈参考〉県外転出入の理由（職業、学業）別割合の推移（昭和 51 年～令和７年） 
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【留意事項】 

※１） 昭和 51 年から令和６年までは新潟県人口移動調査、令和７年は新潟県転入転出理由調

査です。調査対象者及び理由の扱いが異なり、単純な比較がてきないため、十分に留意

が必要です。 

※２） 令和６年は、新潟市において、令和６年１月より住民記録システムのシステム標準化

を行ったことから理由が把握できなくなったため掲載していません。 

※３） 令和５年の県外転出について、引越し手続オンラインサービス利用による転出届分は、

理由の把握ができないため、「その他」に含めています。県外転入や令和４年以前との

単純な比較ができないため、十分に留意が必要です。 

※４） 昭和 51 年の職業は「出稼ぎ」を含みます。 

 


